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１．経営成績・財政状態に関する分析

（１）経営成績に関する分析

　 ① 当期の概況

当連結会計年度におけるわが国経済は、政府や日本銀行による積極的な金融経済政策による企業収益の改善傾向

が続き、全体として緩やかな景気回復傾向が継続いたしました。一方、円安による原材料価格高騰を受けた商品価

格値上げ等による消費者の生活防衛意識の高まりや、同業他社及び他業態との競争激化により、ますます厳しい経

営環境が続いております。

このような経営環境のもと、当社グループといたしましては、安全で安心な商品の提供と「お客様へのおもてな

し」を重点課題とし、顧客の創造と店舗の営業力強化を推し進めるとともに、地域に密着した企業として、競合他

社との差別化を図る取組みを実施いたしました。

以上の結果、当連結会計年度の営業収益は353億22百万円（前年同期比3.1％増）、営業利益は３億80百万円（前

年同期比6.0％増）、経常利益は４億23百万円（前年同期比 9.0％増）、親会社株主に帰属する当期純利益は２億21

百万円（前年同期比27.0％増）となりました。

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

　 （流通事業）

流通事業におきましては、販売促進では、「木曜特売市」「日曜新鮮特売市」の充実を図り、お客様のお好きな

商品を割り引く「生活応援割引券」を配布する特別企画を継続し好評を得ております。商品政策では、生鮮食品は

地産地消をモットーに身近な産地で収穫された商品を旬の時期にお届けするよう、地域ブランド商品の開発を行い

ました。また、岡崎食品加工センターの活用により、商品開発の強化、生産性の向上に努めました。さらに消費者

の健康志向のニーズに合わせ、体に良いとされる原材料を使用した商品や減塩、国産等の商品を積極的に取り扱い

ました。また、適正発注システムの導入店舗と取り扱う商品の種類を拡大させ、発注数を適正にして在庫削減と鮮

度アップをはかってまいりました。デリカにつきましては、従来のものに高齢者のお客様向けの商品を付加し品揃

え強化に努めました。 物流面では、一般食品・菓子・日用雑貨を対象に物流センターを統合し「ドミーみよしセン

ター」を稼働させ、業務の効率化、仕入れ体制の強化を推し進めました。

店舗の状況につきましては、平成27年７月に渡津店と知立店、同年12月に若松店と美合店、平成28年１月に小坂

井店の改装をそれぞれ実施いたしました。また、平成28年２月に毘森公園店（豊田市）を開設いたしました。

以上の結果、流通事業の営業収益は352億73百万円（前年同期比3.1％増）、営業利益３億39百万円（前年同期比

6.5％増）となりました。

　 (サービス事業）

サービス事業におきましては、清掃業、保守業及び駐車場等の施設警備業を営んでおり、効率的な店舗の清掃業

務及び店舗設備の保守業務、駐車場等の警備業務に努めてまいりました。

以上の結果、サービス事業の営業収益は48百万円（前年同期比4.8％増）、営業利益37百万円（前年同期比1.6%

増）となりました。

② 次期の見通し

次期の見通しにつきましては、英国のEU離脱など、世界経済の不透明感の影響が、国内の景気の先行き不安を生

み消費者の消費低迷が懸念されます。小売業界におきましては業種や業態を越えた競争の激化が続いており、今後

も厳しい状況が続くものと思われます。

当社グループといたしましては、岡崎食品加工センターの機能を活用し商品の生産品目の拡大を図り他社との差

別化を進め、ドミナントエリア内でのシェアを上げるよう努力してまいります。また昨年稼働した「みよしセンタ

ー」による物流の効率化、仕入体制の構築により、効率的経営を目指してまいります。

さらに、既存店の活性化におきましても取り扱い商品の見直しを進めてまいります。

次期の連結業績につきましては、営業収益359億53百万円（前期比1.8％増)、経常利益３億53百万円（前期比16.6

％減)、親会社株主に帰属する当期純利益１億83百万円（前期比17.4％減)を見込んでおります。
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（２）財政状態に関する分析

① 資産、負債、純資産の状況

当連結会計年度末の総資産は、前連結会計年度末と比べて45百万円減少し、196億18百万円となりました。

　流動資産は、前連結会計年度末と比べて３億84百万円減少し、41億40百万円となりました。これは、主に現金及

び預金が１億11百万円減少したこと等によるものであります。

　固定資産は、前連結会計年度末と比べて３億40百万円増加し、154億69百万円となりました。これは、主に建物及

び構築物が９億27百万円増加したこと等によるものであります。

　流動負債は、前連結会計年度末と比べて４億60百万円減少し、96億91百万円となりました。これは、主に1年内償

還予定の社債が３億25百万円、未払消費税等が１億39百万円減少したこと等によるものであります。

固定負債は、前連結会計年度末と比べて３億31百万円増加し、67億34百万円となりました。 これは、主に長期

借入金が２億59百万円増加したこと等によるものであります。

　純資産は、前連結会計年度末と比べて83百万円増加し、31億93百万円となり、自己資本比率は16.2％(前連結会計

年度15.8％)となりました。

② 連結キャッシュ・フローの状況

(営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は、前連結会計年度に比べ94百万円減少し、13億５百万円（前年同期比6.7％減）と

なりました。

　これは、主に税金等調整前当期純利益３億65百万円、減価償却費９億21百万円、仕入債務の減少額63百万円、未

払消費税等の減少額１億15百万円によるものであります。

　(投資活動によるキャッシュ・フロー)

　投資活動の結果使用した資金は、前連結会計年度と比べ３億88百万円減少し、９億16百万円（前年同期比29.8％

減）となりました。

　これは、主に有形固定資産の取得による支出10億円によるものであります。

　(財務活動によるキャッシュ・フロー)

　財務活動の結果使用した資金は、前連結会計年度と比べ77百万円増加し、５億10百万円(前年同期比17.9％増）と

なりました。

　これは、主に長期借入れによる収入13億56百万円があったものの、長期借入金の返済による支出10億10百万円、

社債の償還による支出４億23百万円によるものであります。

　以上の結果、当連結会計年度における現金及び現金同等物の期末残高は、14億60百万円(前連結会計年度末は15億

81百万円)となりました。
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(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移

平成24年5月期 平成25年5月期 平成26年5月期 平成27年5月期 平成28年5月期

自己資本比率(%) 16.8 16.9 15.8 15.8 16.2

時価ベースの自己資本比率(%) 37.3 38.2 35.0 34.1 33.8

キャッシュ・フロー対有利子
負債比率(年)

9.1 8.4 8.0 6.7 7.2

インタレスト・カバレッジ・
レシオ(倍)

7.1 8.0 9.5 13.6 14.9

(注) 自己資本比率：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／営業キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い

① 各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。

② 株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数(自己株式控除後)により算出しております。

③ 営業キャッシュ・フローは連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを使用し

ております。

④ 有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち、利子を支払っているすべての負債を対象と

しております。

⑤ 利払いについては、連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しております。

（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当社グループは、安定した経営基盤の確立を目指すとともに、収益力の強化に努め、安定した配当の継続を基本

方針としております。

　当期末配当金は１株につき５円とさせていただきます。中間配当金として１株当たり５円をお支払いしておりま

すので、１株当たりの配当金は年間10円となります。なお、内部留保金は、長期的展望に立って、経営の一層の効

率化と将来の事業展開に役立ててまいります。

　次期の配当金は当期と同様、１株当たりの配当金は年間10円とさせていただく予定です。
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（４）事業等のリスク

　投資者の判断に重要な影響をおよぼす可能性のある事項には、以下のようなものがあります。

　なお、文中の将来に関する事項は、当連結会計年度末現在において当社グループが判断したものであります。

① 市場動向(競合)によるリスク

　流通業界においては、業績、業態の垣根を越えた競争が激化しております。当社グループは、三河地域を中心にドミ

ナントエリアを形成しておりますが、今後当地域に競合店の新規出店が進んだ場合、当社グループの業績に影響を及ぼ

す可能性があります。

② 食品の安全性に関するリスク

　食品分野におきましては、食品品質表示の偽装の多発などにより食品に対する安心・安全の意識が非常に高くなって

おります。当社グループにおきましては、安全で質の高い商品の提供に向け、厳正な品質管理・衛生管理体制を敷いて

いく方針でありますが、社会全般にわたるＢＳＥ問題や鳥・豚インフルエンザなど不測の問題が生じた場合、当社グル

ープの業績に影響を及ぼす可能性があります。

③ 自然災害によるリスク

　当社グループは、三河地域を中心に店舗展開しております。このため当地域において、大規模な地震、台風等の災害

が発生した場合、営業活動・商品調達等に支障をきたし、当社グループの業績に影響を及ぼす可能性があります。

④ 金利変動に関するリスク

　当社グループは、店舗の新設及び増改築の資金等を主として金融機関からの借入金により調達しているため、有利子

負債への依存度が高い水準にあります。今後、当社グループといたしましては、資金調達手段の多様化に積極的に取り

組み、自己資本の充実をはかる方針でありますが、現行の金利水準が変動した場合には、当社グループの業績に影響を

及ぼす可能性があります。

⑤ 個人情報保護に関するリスク

　当社グループは、業務上、多様な個人情報を保有しており、これらの情報に関しては、社内規定等により徹底した管

理を行っておりますが、万一、個人情報流出等の事故が発生した場合、当社グループの社会的信用が低下し、業績に影

響を及ぼす可能性があります。

⑥ 法的規制によるリスク

　当社グループは、大規模小売店舗立地法、食品の安全管理、環境・リサイクル等に関わる各種の法令・規則等の適用

を受けております。今後、これら法的規制が強化されるなどの変更があった場合、また、法的規制の変更に対応できな

かった場合には、当社グループの事業活動が制限される可能性があり、当社グループの業績に影響を及ぼす可能性があ

ります。

⑦ 減損会計によるリスク

　当社グループは、減損会計適用の対象となる事業資産を所有しております。このため、減損損失を計上することが必

要となった場合、当社グループの業績に影響を及ぼす可能性があります。
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２．企業集団の状況

　当社グループは、当社及び子会社３社並びに関連会社１社で構成されており、食品、日用雑貨及び衣料品の仕入れか

ら小売販売までを一貫して展開する流通事業を主な事業内容としております。当該事業にかかる位置づけは次のとおり

であります。

セグメントの名称 会社名 主要な事業内容

流通事業 ㈱ドミー スーパーマーケット事業(食品、日用雑貨、衣料品)

ドミーデリカ㈱ 惣菜の加工及び販売

岡崎商業開発㈱ 店舗等の賃貸並びにショッピングセンターの管理運営

新安城商業開発㈱ 店舗等の賃貸並びにショッピングセンターの管理運営

サービス事業 ドミーサービス㈱ 店舗等の清掃及び設備の点検、保守及び施設警備

事業の系統図は次のとおりであります。
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３．経営方針

（１）会社の経営の基本方針

　当社グループは「日々前進」を社是とし、「お客様のために」をモットーに次の企業理念をかかげ、日々経営活動を

推進いたしております。

①私たちはお客様を大切にします。

②私たちは誠実を大切にします。

③私たちは努力を大切にします。

④私たちは人を大切にします。

⑤私たちは金と物を大切にします。

　以上、５つを経営のこころとし、グループあげて財務体質の改善とさらなる競争力の強化をはかることを基本方針と

しております。

（２）目標とする経営指標

　当社グループは、売上総利益率、販管比率と商品在庫回転日数を、適正な利益確保のための重要な経営指標としその

進捗状況に注意を払っております。

（３）中長期的な会社の経営戦略

　当社グループは、地域密着型スーパーマーケットとして、多様化するお客様のニーズと地域性に細かく対応した店舗

展開を進めてまいります。商品の鮮度管理はもちろん、食品の安全・安心に対する取り組みを徹底してまいります。

　また、当社の核となる岡崎食品加工センターの稼動効率をより高め、店舗との連携による労働生産性のさらなる向上

に努めるとともに、グループ内のドミーデリカの寿司・惣菜等の販売を強化し食品スーパーとして魅力ある売場づくり

を目指してまいります。

　当社グループは、引き続き、経費削減、商品在庫圧縮等を推し進め、財務体質、収益構造の改善をはかることにより、

経営基盤一層の強化に重点をおいて経営を進めてまいります。

（４）会社の対処すべき課題

　今後の見通しにつきましては、英国のEU離脱などの世界経済の不透明感の影響が国内景気の先行き不安を生み個人消

費低迷が懸念されます。小売業界においては、業種や業態を越えた企業間の競争等があり、今後とも厳しい状況が続く

ものと思われます。

　このような環境の中、当社グループといたしましては、地域に密着した企業として、お客様の多様化するニーズによ

り細かく対応できるように努力してまいります。

　食品につきましては、岡崎加工センターの機能を活用し、生産量や品目の拡大をはかり、他社に比較しての優位性を

十分に発揮した新鮮で価値ある商品を低価格で提供すると共に、ドミーみよしセンターを活用して、カテゴリー別納品

等により店舗の作業のさらなる効率化を進めてまいります。また、適正発注システムの取り扱い品目を拡大することに

より業務の負担軽減をはかり経費削減にも努めてまいります。

　また、小売業は接客業であるとの原点に立ち返り、引き続き「お客様へのおもてなし」を従業員教育の重点課題とし、

顧客の創造及び他社との差別化を推進してまいります。さらに毎年継続して実施しています店舗への改装投資も積極的

に行い、当社ドミナントエリア内のシェアアップを図り、業績の向上に邁進いたします。

４．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、国際的な事業展開や資金調達を行っておりませんので、日本基準に基づき連結財務諸表を作成

しております。
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株式会社ドミー(9924) 平成28年５月期 決算短信

５．連結財務諸表

（１）連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年５月31日)

当連結会計年度
(平成28年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,301,387 2,190,105

受取手形及び売掛金 269,330 280,649

商品 1,157,656 1,132,358

貯蔵品 22,067 22,033

繰延税金資産 103,251 114,914

その他 671,674 400,624

流動資産合計 4,525,367 4,140,686

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 ※2 11,382,768 ※2 12,310,515

減価償却累計額 △6,280,416 △6,756,263

建物及び構築物（純額） 5,102,351 5,554,251

機械装置及び運搬具 399,725 410,209

減価償却累計額 △340,707 △351,451

機械装置及び運搬具（純額） 59,017 58,758

土地 ※2 4,217,928 ※2 4,217,928

リース資産 1,176,984 1,231,446

減価償却累計額 △518,007 △626,751

リース資産（純額） 658,976 604,695

建設仮勘定 3,394 3,456

その他 1,232,948 1,255,973

減価償却累計額 △1,082,447 △1,093,476

その他（純額） 150,500 162,496

有形固定資産合計 10,192,169 10,601,586

無形固定資産 775,365 787,489

投資その他の資産

投資有価証券 ※1,※2 1,188,777 ※1,※2 1,147,564

繰延税金資産 444,528 451,350

差入保証金 ※2,※3 1,846,801 ※2,※3 1,838,365

その他 681,290 642,824

投資その他の資産合計 4,161,398 4,080,105

固定資産合計 15,128,933 15,469,180

繰延資産

社債発行費 10,114 8,972

繰延資産合計 10,114 8,972

資産合計 19,664,415 19,618,839
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株式会社ドミー(9924) 平成28年５月期 決算短信

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年５月31日)

当連結会計年度
(平成28年５月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※6 3,472,206 3,408,806

短期借入金 ※2 3,800,000 ※2 3,700,000

1年内返済予定の長期借入金 ※2 937,279 ※2 1,023,302

1年内償還予定の社債 423,420 98,420

リース債務 243,721 253,539

未払法人税等 112,383 102,099

未払消費税等 212,213 72,458

賞与引当金 214,333 235,319

役員賞与引当金 12,220 13,050

その他 ※2 724,549 ※2 784,567

流動負債合計 10,152,326 9,691,563

固定負債

社債 691,130 692,710

長期借入金 ※2 3,575,267 ※2 3,835,007

リース債務 474,569 421,831

繰延税金負債 2,189 ―

退職給付に係る負債 702,823 712,068

資産除去債務 253,667 277,501

長期預り保証金 462,885 526,833

長期未払金 225,114 250,244

その他 14,487 17,819

固定負債合計 6,402,135 6,734,016

負債合計 16,554,461 16,425,579

純資産の部

株主資本

資本金 841,545 841,545

資本剰余金 790,395 790,395

利益剰余金 1,582,864 1,669,361

自己株式 △116,839 △118,573

株主資本合計 3,097,964 3,182,727

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 72,331 60,706

繰延ヘッジ損益 △1,389 ―

退職給付に係る調整累計額 △58,953 △50,174

その他の包括利益累計額合計 11,989 10,531

純資産合計 3,109,954 3,193,259

負債純資産合計 19,664,415 19,618,839
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株式会社ドミー(9924) 平成28年５月期 決算短信

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 平成26年６月１日
　至 平成27年５月31日)

当連結会計年度
(自 平成27年６月１日
　至 平成28年５月31日)

売上高 33,255,684 33,975,519

売上原価 ※1 24,377,410 ※1 24,841,156

売上総利益 8,878,273 9,134,362

営業収入

不動産賃貸収入 630,669 676,317

その他の営業収入 381,470 670,628

営業収入合計 1,012,140 1,346,945

営業総利益 9,890,413 10,481,308

販売費及び一般管理費

広告宣伝費 474,356 443,845

消耗品費 166,759 181,039

役員報酬 182,531 177,588

従業員給料及び賞与 3,514,156 3,638,568

賞与引当金繰入額 214,333 235,319

役員賞与引当金繰入額 12,220 13,050

退職給付費用 96,608 104,532

福利厚生費 417,897 437,683

賃借料 1,446,704 1,491,927

減価償却費 891,363 921,631

水道光熱費 763,260 680,165

修繕維持費 425,448 510,431

その他 925,406 1,264,618

販売費及び一般管理費合計 9,531,047 10,100,401

営業利益 359,365 380,906

営業外収益

受取利息 12,791 13,036

受取配当金 10,674 12,075

仕入割引 21,559 22,065

受取手数料 28,556 34,816

持分法による投資利益 19,719 16,411

協賛金収入 5,362 3,083

その他 64,458 65,526

営業外収益合計 163,122 167,015

営業外費用

支払利息 107,603 87,184

社債発行費償却 4,259 2,401

資金調達費用 14,663 25,263

その他 7,876 9,999

営業外費用合計 134,402 124,849

経常利益 388,086 423,072
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株式会社ドミー(9924) 平成28年５月期 決算短信

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 平成26年６月１日
　至 平成27年５月31日)

当連結会計年度
(自 平成27年６月１日
　至 平成28年５月31日)

特別利益

投資有価証券売却益 299 ―

特別利益合計 299 ―

特別損失

固定資産除売却損 ※2 48,594 ※2 28,472

減損損失 ― ※3 26,861

投資有価証券売却損 ― 1,901

その他 3,000 ―

特別損失合計 51,594 57,235

税金等調整前当期純利益 336,791 365,836

法人税、住民税及び事業税 150,770 167,880

法人税等調整額 11,350 △23,873

法人税等合計 162,120 144,006

当期純利益 174,671 221,830

非支配株主に帰属する当期純利益 ― ―

親会社株主に帰属する当期純利益 174,671 221,830
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株式会社ドミー(9924) 平成28年５月期 決算短信

連結包括利益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 平成26年６月１日
　至 平成27年５月31日)

当連結会計年度
(自 平成27年６月１日
　至 平成28年５月31日)

当期純利益 174,671 221,830

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 61,254 △11,625

繰延ヘッジ損益 1,580 1,389

退職給付に係る調整額 △38,758 8,779

その他の包括利益合計 ※ 24,076 ※ △1,457

包括利益 198,748 220,372

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 198,748 220,372

非支配株主に係る包括利益 ― ―
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株式会社ドミー(9924) 平成28年５月期 決算短信

（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 平成26年６月１日 至 平成27年５月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 841,545 790,395 1,518,471 △115,630 3,034,781

会計方針の変更によ

る累積的影響額
25,082 25,082

会計方針の変更を反映

した当期首残高
841,545 790,395 1,543,553 △115,630 3,059,863

当期変動額

剰余金の配当 △135,361 △135,361

親会社株主に帰属す

る当期純利益
174,671 174,671

自己株式の取得 △1,209 △1,209

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 ― ― 39,310 △1,209 38,100

当期末残高 841,545 790,395 1,582,864 △116,839 3,097,964

その他の包括利益累計額

純資産合計その他有価証券

評価差額金
繰延ヘッジ損益

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 11,077 △2,970 △20,194 △12,087 3,022,694

会計方針の変更によ

る累積的影響額
25,082

会計方針の変更を反映

した当期首残高
11,077 △2,970 △20,194 △12,087 3,047,776

当期変動額

剰余金の配当 △135,361

親会社株主に帰属す

る当期純利益
174,671

自己株式の取得 △1,209

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

61,254 1,580 △38,758 24,076 24,076

当期変動額合計 61,254 1,580 △38,758 24,076 62,177

当期末残高 72,331 △1,389 △58,953 11,989 3,109,954
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株式会社ドミー(9924) 平成28年５月期 決算短信

当連結会計年度(自 平成27年６月１日 至 平成28年５月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 841,545 790,395 1,582,864 △116,839 3,097,964

当期変動額

剰余金の配当 △135,333 △135,333

親会社株主に帰属す

る当期純利益
221,830 221,830

自己株式の取得 △1,733 △1,733

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 ― ― 86,497 △1,733 84,763

当期末残高 841,545 790,395 1,669,361 △118,573 3,182,727

その他の包括利益累計額

純資産合計その他有価証券

評価差額金
繰延ヘッジ損益

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 72,331 △1,389 △58,953 11,989 3,109,954

当期変動額

剰余金の配当 △135,333

親会社株主に帰属す

る当期純利益
221,830

自己株式の取得 △1,733

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

△11,625 1,389 8,779 △1,457 △1,457

当期変動額合計 △11,625 1,389 8,779 △1,457 83,305

当期末残高 60,706 ― △50,174 10,531 3,193,259
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株式会社ドミー(9924) 平成28年５月期 決算短信

（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 平成26年６月１日
　至 平成27年５月31日)

当連結会計年度
(自 平成27年６月１日
　至 平成28年５月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 336,791 365,836

減価償却費 891,363 921,631

減損損失 ― 26,861

支払利息 107,603 87,184

たな卸資産の増減額（△は増加） 94,597 25,331

仕入債務の増減額（△は減少） 132,691 △63,399

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 20,657 28,109

投資有価証券売却損益（△は益） △299 1,901

固定資産除売却損益（△は益） 48,594 28,472

未払消費税等の増減額（△は減少） 152,978 △115,290

長期未払金の増減額（△は減少） △4,320 ―

その他 △236,788 250,394

小計 1,543,869 1,557,034

利息及び配当金の受取額 23,290 25,110

利息の支払額 △102,946 △87,438

法人税等の支払額 △84,103 △188,889

法人税等の還付額 19,953 ―

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,400,063 1,305,815

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,099,078 △1,000,964

有形固定資産の売却による収入 6,672 ―

投資有価証券の取得による支出 △81,973 ―

投資有価証券の売却による収入 300 36,537

定期預金の預入による支出 ― △10,000

差入保証金の差入による支出 △7,500 △28,018

差入保証金の回収による収入 89,145 47,027

預り保証金の返還による支出 △23,904 △34,856

その他 △188,299 74,152

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,304,639 △916,122

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △350,000 △100,000

長期借入れによる収入 1,760,000 1,356,000

長期借入金の返済による支出 △1,171,402 △1,010,237

社債の発行による収入 98,740 97,489

社債の償還による支出 △385,620 △423,420

配当金の支払額 △135,249 △135,338

その他 △249,910 △295,470

財務活動によるキャッシュ・フロー △433,442 △510,976

現金及び現金同等物に係る換算差額 ― ―

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △338,017 △121,282

現金及び現金同等物の期首残高 1,919,405 1,581,387

現金及び現金同等物の期末残高 ※1 1,581,387 ※1 1,460,105
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株式会社ドミー(9924) 平成28年５月期 決算短信

（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

　該当事項はありません。

(連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項)

１ 連結の範囲に関する事項

子会社は全て連結されております。

当該連結子会社は、ドミーサービス㈱、ドミーデリカ㈱及び岡崎商業開発㈱の3社であります。

２ 持分法の適用に関する事項

(イ)持分法適用の関連会社数

新安城商業開発㈱の1社であります。

(ロ)持分法適用会社は、決算日が連結決算会社と異なりますので、持分法適用会社の事業年度にかかる財務諸表を

使用しております。

３ 連結子会社の事業年度等に関する事項

連結子会社の事業年度末日と連結決算日は一致しております。

４ 会計方針に関する事項

(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法

有価証券

その他有価証券

時価のあるもの

決算末日の市場価格等に基づく時価法(評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法

により算定)

時価のないもの

移動平均法による原価法

デリバティブ取引により生ずる債権及び債務

時価法

たな卸資産

商品

売価還元法による原価法(収益性の低下による簿価切下げの方法）

ただし、岡崎食品加工センター等の在庫品は、最終仕入原価法による原価法（収益性の低下による簿価切

下げの方法）

貯蔵品

最終仕入原価法による原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）

(2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法

有形固定資産（リース資産を除く）

建物(附属設備を除く)は定額法、建物以外については定率法、ただし、平成28年４月１日以降に取得した建物

附属設備及び構築物については定額法

なお、取得価額が10万円以上20万円未満の資産については、３年間で均等償却する方法を採用しております。

ただし、岡崎商業開発㈱についてはすべて定額法

なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

建物及び構築物 10～34年

機械装置及び運搬具 ４～９年

その他 ６～８年

無形固定資産（リース資産を除く）

定額法

ただし、ソフトウエア(自社利用)については、社内における利用可能期間(５年間)に基づく定額法
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長期前払費用

定額法

リース資産

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法

(3) 重要な繰延資産の処理方法

社債発行費

社債の償還までの期間にわたり、定額法にて償却する方法を採用しております。

(4) 重要な引当金の計上基準

貸倒引当金

債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権につ

いては個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。なお、当連結会計年度は該当ありま

せん。

賞与引当金

従業員の賞与の支給に備えるため、当連結会計年度に負担すべき支給見込額を計上しております。

役員賞与引当金

役員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額に基づき計上しております。

　

(5) 退職給付に係る会計処理の方法

①退職給付見込額の期間帰属方法

　退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる方法については、

給付算定式基準によっております。

②数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理方法

　過去勤務費用は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数(10年)による定額法により費用処

理しております。

　数理計算上の差異は、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数(10年)に

よる定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌連結会計年度から費用処理することとしております。

　 ③小規模企業等における簡便法の採用

　 当社の準社員については、簡便法により規定に基づく連結会計年度末要支給額を計上しております。

(6) 重要なヘッジ会計の方法

①ヘッジ会計の方法

繰延ヘッジ処理によっております。なお、特例処理の要件を満たしている金利スワップ取引については、特例処

理によっております。

②ヘッジ手段とヘッジ対象

ヘッジ手段：金利スワップ

ヘッジ対象：借入金等の利息

③ヘッジ方針

借入金等の金利変動リスクを回避する目的で金利スワップ取引を行っており、ヘッジ対象の識別は個別契約毎に

行っております。

④ヘッジの有効性評価の方法

ヘッジ対象のキャッシュ・フロー変動の累計とヘッジ手段のキャッシュ・フロー変動の累計を比較し、その変動

額の比率によって有効性を評価しております。

ただし、特例処理によっている金利スワップについては有効性の評価を省略しております。

(7) 連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲に含めた現金及び現金同等物は、手許現金及び要求払預金の

ほか取得日より３ヵ月以内に満期日が到来する定期預金からなっております。

(8) その他重要な事項

消費税等の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。
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(会計方針の変更)

（減価償却方法の変更）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号 平成28年６月17日）を当連結会計年度に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備及び

構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

なお、当連結会計年度の営業利益、経常利益及び税金等調整前当期純利益への影響は軽微であります。

（企業結合に関する会計基準等の変更）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平

成25年９月13日）等を、当連結会計年度より適用し、当期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主

持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前連結会計年度については、連結財務

諸表の組替えを行っております。

(未適用の会計基準等)

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）

(1) 概要

繰延税金資産の回収可能性に関する取扱いについて、監査委員会報告第66号「繰延税金資産の回収可能性の判断

に関する監査上の取扱い」の枠組み、すなわち企業を５つに分類し、当該分類に応じて繰延税金資産の計上額を見

積る枠組みを基本的に踏襲した上で、以下の取扱いについて必要な見直しが行われております。

①（分類１）から（分類５）に係る分類の要件をいずれも満たさない企業の取扱い

②（分類２）及び（分類３）に係る分類の要件

③（分類２）に該当する企業におけるスケジューリング不能な将来減算一時差異に関する取扱い

④（分類３）に該当する企業における将来の一時差異等加減算前課税所得の合理的な見積可能期間に関する取扱

い

⑤（分類４）に係る分類の要件を満たす企業が（分類２）又は（分類３）に該当する場合の取扱い

(2) 適用予定日

平成29年５月期の期首より適用予定であります。

(3) 当該会計基準等の適用による影響

影響額は、当連結財務諸表の作成時において評価中であります。
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(連結貸借対照表関係)

※１ 関連会社に対するものは、次のとおりであります。

前連結会計年度
(平成27年５月31日)

当連結会計年度
(平成28年５月31日)

投資有価証券(株式) 560,431千円 576,842千円

※２ 借入金等の担保に供している資産及び対応する債務は、次のとおりであります。

(担保に供している資産)

前連結会計年度
(平成27年５月31日)

当連結会計年度
(平成28年５月31日)

建物及び構築物 3,305,233千円 2,901,221千円

土地 3,657,369千円 3,714,246千円

計 6,962,603千円 6,615,467千円

(対応する債務)

前連結会計年度
(平成27年５月31日)

当連結会計年度
(平成28年５月31日)

短期借入金 209,200千円 236,800千円

１年内返済予定の長期借入金 681,427千円 713,370千円

長期借入金 2,931,195千円 2,617,229千円

計 3,821,822千円 3,567,399千円

資金決済に関する法律に基づき担保に供している資産及び対応する債務は、次のとおりであります。

(担保に供している資産)

前連結会計年度
(平成27年５月31日)

当連結会計年度
(平成28年５月31日)

投資有価証券 9,047千円 9,527千円

差入保証金 1,500千円 1,500千円

計 10,547千円 11,027千円

(対応する債務)

前連結会計年度
(平成27年５月31日)

当連結会計年度
(平成28年５月31日)

流動負債

その他(商品券) 9,976千円 9,240千円

※３ 差入保証金

(前連結会計年度)

一部の店舗の差入保証金について、金融機関及び貸主と代預託契約を締結しております。当該契約に基づき金融

機関は、貸主に対して敷金及び保証金相当額222,055千円を当社に代わって預託しております。

　

(当連結会計年度)

一部の店舗の差入保証金について、金融機関及び貸主と代預託契約を締結しております。当該契約に基づき金融

機関は、貸主に対して敷金及び保証金相当額206,935千円を当社に代わって預託しております。
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　４ 銀行借入に対する保証債務

　 連結会社以外の会社の金融機関からの借入金に対して、次のとおり債務保証を行っております。

前連結会計年度
(平成27年５月31日)

当連結会計年度
(平成28年５月31日)

新安城商業開発㈱ 400,500千円 376,000千円

　５ 当社においては、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行12行と当座貸越契約及び貸出コミットメント契約

を締結しております。

連結会計年度末における当座貸越契約及び貸出コミットメントに係る借入未実行残高等は次のとおりであります。

前連結会計年度
(平成27年５月31日)

当連結会計年度
(平成28年５月31日)

当座貸越限度額及び
貸出コミットメントの総額

5,100,000千円 5,400,000千円

借入実行残高 3,500,000千円 3,700,000千円

差引額 1,600,000千円 1,700,000千円

※６ 期末日満期日手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

　 なお前連結会計年度は金融機関の休日であったため、次の期末日満期手形が、期末残高に含まれております。

　

前連結会計年度
(平成27年５月31日)

当連結会計年度
(平成28年５月31日)

支払手形 72,808千円 ―

(連結損益計算書関係)

※１ 通常の販売目的で保有する棚卸資産の収益性の低下による簿価切下額は、次のとおりであります。

前連結会計年度
(自 平成26年６月１日
至 平成27年５月31日)

当連結会計年度
(自 平成27年６月１日
至 平成28年５月31日)

売上原価 50,371千円 43,945千円

※２ 固定資産除売却損の内訳は、次のとおりであります。

前連結会計年度
(自 平成26年６月１日
至 平成27年５月31日)

当連結会計年度
(自 平成27年６月１日
至 平成28年５月31日)

建物及び構築物 47,793千円 26,680千円

機械装置及び運搬具 93千円 269千円

有形固定資産（その他） 707千円 1,522千円

計 48,594千円 28,472千円
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※３ 減損損失

前連結会計年度(自 平成26年６月１日 至 平成27年５月31日)
　
該当事項はありません。

当連結会計年度(自 平成27年６月１日 至 平成28年５月31日)
　
当連結会計年度において当社グループは以下の資産グループにおいて減損損失を計上しております。

用途 種類 場所

店舗 建物及び構築物、その他 愛知県豊橋市

（減損損失の認識に至った経緯）

店舗における営業活動から生ずる損益が継続してマイナスである店舗資産については、資産グループの帳簿価額

を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上しております。

（減損損失の金額）

種類 金額

建物及び構築物 20,655千円

その他 6,205千円

計 26,861千円

（資産のグルーピングの方法）

キャッシュ・フローを生み出す最小単位として、主として店舗を基本単位としてグルーピングしております。

（回収可能価額の算定方法）

資産グループの回収可能価額は、使用価値により算定しております。使用価値は、将来キャッシュ・フローを

0.63 ％で割り引いて算定しております。
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(連結包括利益計算書関係)

※ その他の包括利益に係る組替調整額及び税効果額

前連結会計年度
(自 平成26年６月１日
至 平成27年５月31日)

当連結会計年度
(自 平成27年６月１日
至 平成28年５月31日)

その他有価証券評価差額金

当期発生額 89,226千円 △21,080千円

組替調整額 ― 1,901千円

税効果調整前 89,226千円 △19,178千円

税効果額 △27,972千円 7,553千円

その他有価証券評価差額金 61,254千円 △11,625千円

繰延ヘッジ損益

当期発生額 2,509千円 2,055千円

組替調整額 ― ―

税効果調整前 2,509千円 2,055千円

税効果額 △928千円 △666千円

繰延ヘッジ損益 1,580千円 1,389千円

退職給付に係る調整額

　当期発生額 △59,573千円 18,864千円

　 組替調整額 ― ―

　 税効果調整前 △59,573千円 18,864千円

　 税効果額 20,814千円 △10,085千円

　 退職給付に係る調整額 △38,758千円 8,779千円

その他の包括利益合計 24,076千円 △1,457千円
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(連結株主資本等変動計算書関係)

前連結会計年度(自 平成26年６月１日 至 平成27年５月31日)

１ 発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

当連結会計年度期首
株式数(株)

当連結会計年度
増加株式数(株)

当連結会計年度
減少株式数(株)

当連結会計年度末
株式数(株)

発行済株式

　普通株式 13,774,249 ― ― 13,774,249

合計 13,774,249 ― ― 13,774,249

自己株式

　普通株式(注) 237,418 2,414 ― 239,832

合計 237,418 2,414 ― 239,832

(注) 普通株式の自己株式の増加2,414株は、単元未満株式の買取によるものであります。

２ 配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成26年８月27日
定時株主総会

普通株式 67,684 5 平成26年５月31日 平成26年８月28日

平成27年１月９日
取締役会

普通株式 67,676 5 平成26年11月30日 平成27年２月６日

(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度になるもの

決議 株式の種類
配当金の
総額(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年８月27日
定時株主総会

普通株式 67,672 5 平成27年５月31日 平成27年８月28日 利益剰余金
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当連結会計年度(自 平成27年６月１日 至 平成28年５月31日)

１ 発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

当連結会計年度期首
株式数(株)

当連結会計年度
増加株式数(株)

当連結会計年度
減少株式数(株)

当連結会計年度末
株式数(株)

発行済株式

　普通株式 13,774,249 ― ― 13,774,249

合計 13,774,249 ― ― 13,774,249

自己株式

　普通株式(注) 239,832 3,476 ― 243,308

合計 239,832 3,476 ― 243,308

(注) 普通株式の自己株式の増加 3,476 株は、単元未満株式の買取によるものであります。

２ 配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成27年８月27日
定時株主総会

普通株式 67,672 5 平成27年５月31日 平成27年８月28日

平成28年１月12日
取締役会

普通株式 67,661 5 平成27年11月30日 平成28年２月５日

(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度になるもの

決議 株式の種類
配当金の
総額(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年８月25日
定時株主総会

普通株式 67,654 5 平成28年５月31日 平成28年８月26日 利益剰余金

(連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１ 現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に記載されている科目の金額との関係

前連結会計年度
(自 平成26年６月１日
至 平成27年５月31日)

当連結会計年度
(自 平成27年６月１日
至 平成28年５月31日)

現金及び預金勘定 2,301,387千円 2,190,105千円

預け入れ期間が３カ月を超える
定期預金

△720,000千円 △730,000千円

　 現金及び現金同等物 1,581,387千円 1,460,105千円
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

１ 報告セグメントの概要

(1) 報告セグメントの決定方法

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源の

配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社は、国内において主に小売業を主体とした事業を行っており、取扱う製品及びサービス別に包括的な戦略を立

案し、事業展開を行っております。

従って、当社は「流通事業」及び「サービス事業」を報告セグメントとしております。

(2) 各セグメントに属する製品及びサービスの種類

「流通事業」は、スーパーマーケット（食品、日用雑貨、衣料品）の営業を行っております。

「サービス事業」は、店舗等の清掃並びに設備の点検、保守及び施設警備等の業務を行っております。

２ 報告セグメントごとの営業収益、利益又は損失、資産、その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」におけ

る記載と概ね同一であります。

　報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。セグメント間の内部収益又は振替高は第三者間取引

価格に基づいています。
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３ 報告セグメントごとの営業収益、利益又は損失、資産その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度(自 平成26年６月１日 至 平成27年５月31日)

(単位:千円)

流通事業 サービス事業 合計

営業収益

外部顧客への営業収益 34,221,491 46,332 34,267,824

セグメント間の内部
営業収益又は振替高

696 257,793 258,489

計 34,222,187 304,126 34,526,313

セグメント利益 319,074 37,108 356,182

セグメント資産 19,503,358 216,274 19,719,633

その他の項目

減価償却費 889,720 1,643 891,363

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

1,428,758 1,685 1,430,444

当連結会計年度(自 平成27年６月１日 至 平成28年５月31日)

(単位:千円)

流通事業 サービス事業 合計

営業収益

外部顧客への営業収益 35,273,893 48,571 35,322,464

セグメント間の内部
営業収益又は振替高

758 274,833 275,592

計 35,274,651 323,405 35,598,057

セグメント利益 339,878 37,707 377,586

セグメント資産 19,462,788 213,168 19,675,957

その他の項目

減価償却費 920,556 1,074 921,631

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

1,351,992 114 1,352,107
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４ 報告セグメント合計額と連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異調整に関する事項)

(単位：千円)

営業収益 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 34,526,313 35,598,057

セグメント間取引消去 △258,489 △275,592

連結財務諸表の営業収益 34,267,824 35,322,464

(単位：千円)

利益 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 356,182 377,586

セグメント間取引消去 3,183 3,319

連結財務諸表の営業利益 359,365 380,906

(単位：千円)

資産 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 19,719,633 19,675,957

セグメント間取引消去 △55,217 △57,117

連結財務諸表の資産合計 19,664,415 19,618,839

(単位：千円)

その他の項目

報告セグメント計 調整額 連結財務諸表計上額

前連結
会計年度

当連結
会計年度

前連結
会計年度

当連結
会計年度

前連結
会計年度

当連結
会計年度

減価償却費 891,363 921,631 ― ― 891,363 921,631

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

1,430,444 1,352,107 ― ― 1,430,444 1,352,107
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【関連情報】

１．製品及びサービスごとの情報

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

２．地域ごとの情報

(1) 営業収益

本邦以外の外部顧客への営業収益がないため、該当事項はありません。

(2) 有形固定資産

本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

３．主要な顧客ごとの情報

外部顧客への営業収益のうち、連結損益計算書の営業収益の10％以上を占める相手先がないため、記載はありませ

ん。

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度(自 平成26年６月１日 至 平成27年５月31日)

　該当事項はありません。

当連結会計年度(自 平成27年６月１日 至 平成28年５月31日)

(単位:千円)

流通事業 サービス事業 合計

減損損失 26,861 ― 26,861

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

　該当事項はありません。

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

　該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 平成26年６月１日
至 平成27年５月31日)

当連結会計年度
(自 平成27年６月１日
至 平成28年５月31日)

１株当たり純資産額 229.78円 235.99円

１株当たり当期純利益金額 12.90円 16.39円

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益金額

― ―

(注) １ 潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２ １株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前連結会計年度

(自 平成26年６月１日
至 平成27年５月31日)

当連結会計年度
(自 平成27年６月１日
至 平成28年５月31日)

１株当たり当期純利益金額

親会社株主に帰属する当期
純利益(千円)

174,671 221,830

普通株主に帰属しない
金額の主要な内訳(千円)

― ―

普通株式に係る親会社株主
に帰属する当期純利益(千
円)

174,671 221,830

普通株式の期中平均
株式数(千株)

13,535 13,532

(重要な後発事象)

　 該当事項はありません。
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６．個別財務諸表

（１）貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成27年５月31日)

当事業年度
(平成28年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,747,241 1,608,336

売掛金 247,691 272,676

商品 1,144,142 1,116,983

貯蔵品 18,069 17,585

前渡金 156 114

前払費用 166,549 165,670

繰延税金資産 90,395 103,393

預け金 322,126 76,540

1年内回収予定の差入保証金 70,411 56,139

その他 163,809 156,982

流動資産合計 3,970,593 3,574,422

固定資産

有形固定資産

建物 4,165,528 4,532,687

構築物 282,231 369,852

機械及び装置 54,417 55,194

車両運搬具 1,284 1,126

工具、器具及び備品 109,294 120,751

土地 3,724,388 3,724,388

リース資産 658,976 604,695

建設仮勘定 3,394 2,376

有形固定資産合計 8,999,515 9,411,071

無形固定資産

借地権 349,053 353,662

ソフトウエア 32,367 34,276

リース資産 18,173 23,690

その他 11,777 11,730

無形固定資産合計 411,371 423,360

投資その他の資産

投資有価証券 522,495 507,147

関係会社株式 1,238,750 1,238,750

出資金 613 613

従業員に対する長期貸付金 2,270 1,286

長期前払費用 268,847 255,641

繰延税金資産 394,946 408,891

差入保証金 2,045,320 2,023,039

その他 15,839 16,061

投資その他の資産合計 4,489,082 4,451,431

固定資産合計 13,899,969 14,285,863

繰延資産

社債発行費 10,114 8,972

繰延資産合計 10,114 8,972

資産合計 17,880,677 17,869,258
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(単位：千円)

前事業年度
(平成27年５月31日)

当事業年度
(平成28年５月31日)

負債の部

流動負債

支払手形 239,112 124,969

買掛金 2,915,441 2,945,938

短期借入金 3,800,000 3,700,000

1年内返済予定の長期借入金 866,767 984,990

1年内償還予定の社債 423,420 98,420

リース債務 243,721 253,539

未払金 2,173 70,614

未払費用 501,813 501,692

未払法人税等 81,047 69,316

未払消費税等 175,676 44,592

前受金 25,357 29,370

預り金 287,740 275,672

賞与引当金 193,000 213,000

役員賞与引当金 9,800 11,100

その他 2,055 -

流動負債合計 9,767,127 9,323,215

固定負債

社債 691,130 692,710

長期借入金 3,208,037 3,496,643

リース債務 474,569 421,831

資産除去債務 214,480 237,150

退職給付引当金 612,210 640,319

長期未払金 216,407 241,787

長期預り保証金 249,793 318,516

その他 - 2,282

固定負債合計 5,666,628 6,051,240

負債合計 15,433,756 15,374,456

純資産の部

株主資本

資本金 841,545 841,545

資本剰余金

資本準備金 790,395 790,395

資本剰余金合計 790,395 790,395

利益剰余金

利益準備金 210,386 210,386

その他利益剰余金

別途積立金 510,000 510,000

繰越利益剰余金 144,257 201,630

利益剰余金合計 864,643 922,016

自己株式 △116,839 △118,573

株主資本合計 2,379,744 2,435,383

その他有価証券評価差額金 68,566 59,419

繰延ヘッジ損益 △1,389 -

評価・換算差額等合計 67,177 59,419

純資産合計 2,446,921 2,494,802

負債純資産合計 17,880,677 17,869,258
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（２）損益計算書

(単位：千円)
前事業年度

(自 平成26年６月１日
　至 平成27年５月31日)

当事業年度
(自 平成27年６月１日
　至 平成28年５月31日)

売上高 30,269,727 30,875,425

売上原価 22,607,648 23,005,919

売上総利益 7,662,079 7,869,505

営業収入

不動産賃貸収入 699,181 732,611

その他の営業収入 323,814 622,057

営業総収入合計 1,022,996 1,354,668

営業総利益 8,685,075 9,224,173

販売費及び一般管理費 8,497,837 9,025,692

営業利益 187,237 198,481

営業外収益

受取利息 12,180 12,192

受取配当金 96,426 103,126

仕入割引 21,559 22,065

受取手数料 28,556 34,816

協賛金収入 5,362 3,083

その他 72,434 73,860

営業外収益合計 236,520 249,145

営業外費用

支払利息 88,982 72,101

社債利息 11,006 6,784

社債発行費償却 4,259 2,401

資金調達費用 14,663 25,263

その他 7,738 9,999

営業外費用合計 126,650 116,550

経常利益 297,107 331,076

特別利益

投資有価証券売却益 299 -

特別利益合計 299 -

特別損失

固定資産除売却損 48,205 28,017

減損損失 - 26,861

その他 2,000 -

特別損失合計 50,205 54,878

税引前当期純利益 247,201 276,198

法人税、住民税及び事業税 91,300 104,900

法人税等調整額 12,887 △21,408

法人税等合計 104,187 83,491

当期純利益 143,014 192,706
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（３）株主資本等変動計算書

前事業年度(自 平成26年６月１日 至 平成27年５月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金 資本剰余金合計 利益準備金
その他利益剰余金

利益剰余金合計
別途積立金 繰越利益剰余金

当期首残高 841,545 790,395 790,395 210,386 610,000 11,522 831,908

会計方針の変更によ

る累積的影響額
25,082 25,082

会計方針の変更を反映

した当期首残高
841,545 790,395 790,395 210,386 610,000 36,604 856,990

当期変動額

剰余金の配当 △135,361 △135,361

別途積立金の取崩 △100,000 100,000 ―

当期純利益 143,014 143,014

自己株式の取得

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 ― ― ― ― △100,000 107,653 7,653

当期末残高 841,545 790,395 790,395 210,386 510,000 144,257 864,643

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
自己株式 株主資本合計

その他有価証券

評価差額金
繰延ヘッジ損益

評価・換算

差額等合計

当期首残高 △115,630 2,348,218 17,076 △2,970 14,106 2,362,325

会計方針の変更によ

る累積的影響額
25,082 25,082

会計方針の変更を反映

した当期首残高
△115,630 2,373,300 17,076 △2,970 14,106 2,387,407

当期変動額

剰余金の配当 △135,361 △135,361

別途積立金の取崩 ― ―

当期純利益 143,014 143,014

自己株式の取得 △1,209 △1,209 △1,209

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

51,489 1,580 53,070 53,070

当期変動額合計 △1,209 6,443 51,489 1,580 53,070 59,514

当期末残高 △116,839 2,379,744 68,566 △1,389 67,177 2,446,921
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当事業年度(自 平成27年６月１日 至 平成28年５月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金 資本剰余金合計 利益準備金
その他利益剰余金

利益剰余金合計
別途積立金 繰越利益剰余金

当期首残高 841,545 790,395 790,395 210,386 510,000 144,257 864,643

会計方針の変更によ

る累積的影響額
- -

会計方針の変更を反映

した当期首残高
841,545 790,395 790,395 210,386 510,000 144,257 864,643

当期変動額

剰余金の配当 △135,333 △135,333

別途積立金の取崩 - - -

当期純利益 192,706 192,706

自己株式の取得

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 - - - - - 57,373 57,373

当期末残高 841,545 790,395 790,395 210,386 510,000 201,630 922,016

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
自己株式 株主資本合計

その他有価証券

評価差額金
繰延ヘッジ損益

評価・換算

差額等合計

当期首残高 △116,839 2,379,744 68,566 △1,389 67,177 2,446,921

会計方針の変更によ

る累積的影響額
- -

会計方針の変更を反映

した当期首残高
△116,839 2,379,744 68,566 △1,389 67,177 2,446,921

当期変動額

剰余金の配当 △135,333 △135,333

別途積立金の取崩 - -

当期純利益 192,706 192,706

自己株式の取得 △1,733 △1,733 △1,733

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

△9,147 1,389 △7,758 △7,758

当期変動額合計 △1,733 55,639 △9,147 1,389 △7,758 47,881

当期末残高 △118,573 2,435,383 59,419 - 59,419 2,494,802

決算短信（宝印刷） 2016年07月07日 21時10分 34ページ（Tess 1.50(64) 20160126_01）

34



株式会社ドミー(9924) 平成28年５月期 決算短信

７．その他

（１）役員の異動
　

① 代表者の異動

該当事項はありません。

② その他の役員の異動(平成28年８月25日付予定)
　

１．新任取締役候補

取締役 長谷 忠雄 (現 当社営業本部第三地区担当地区長)

取締役 杉浦 直也 (現 当社総務部総務課長)

２．退任予定取締役

専務取締役 半田 直幸

取締役 水越 雅樹

３．昇格予定の取締役

専務取締役 梶川 貴光 (現 当社常務取締役食品第二事業部長)

４．新任監査役候補

常勤監査役 鈴木 徹 (現 当社営業本部第二地区担当地区長)

５．退任予定監査役

常勤監査役 佐野 康幸
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